旅行が好きなハルビン人

３月２６日ある有名な旅行サイトの「２０１３年旅行予測報告」によると、ﾊﾙﾋﾞﾝ人の旅行予算は一人当たり平均５９２９元、全国第三位となった（第一位昆明６２１９元、第二位南寧６０７１元）。ホテルクラスの要求から見ると、四つ星か五つ星ホテルを希望する人は２１％あり、上海に続いて第二位となった。４月から観光セールスのため重慶、寧夏など国内各地の観光局がハルビンを訪れる予定である。

　この「予測報告」は全国１２０都市を年齢層ごとに分け、ゴールデンウイーク旅行に対するアンケート調査を３回行った結果に基づくものである。調査結果から見ると、ﾊﾙﾋﾞﾝは既に広州、深圳、重慶、杭州、武漢、西安などの観光者を対象に、魅力ある観光目的地国内トップ10となった。

　一方、ﾊﾙﾋﾞﾝ人はどこへ旅行に行くかというと、記者がハルビン市内の大手旅行会社を取材したところ、主な国内旅行の目的地は上海、杭州、蘇州、海南島、張家界などであり、海外旅行はアジアの韓国、タイ、マレーシア、シンガポールなど、また、ヨーロッパ、アメリカ、アフリカなどだということが分かった。

　ﾊﾙﾋﾞﾝ市観光協会会長の呂秀玲によると、ﾊﾙﾋﾞﾝ人は旅行が好きで、週末にマイカーで遠足や山登りなどに出かけることが多くなっている。ハルビン市は２０１２年のハルビン観光をアピールするため、「魅力あるハルビンの夏」イベントなどを行った。２０１２年はハルビンの観光客は５０７６．４万人次に上り、同期と比べて１１．１９％増、総収入額は５５４．３億元に達し、同期と比べて２０．７８％増となった。

　　　　　　　　　　　　　　　（黒龍江省ニュースより）

　

　　　　　　　　　　　新潟県ハルビンビジネス連絡拠点提供
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